
鳥博セミナー 
「日本列島の鳥の起源と進化 
   ーDNAの研究でわかった鳥たちの歴史ー」 

 ある地域に生息する生物種の構成を「生物相」と呼び、日本に生息する鳥の種の構成を「日本の鳥
類相」と呼びます。その特徴は日本列島の地史と深い関係があり、DNAの研究によってその歴史が
次第に明らかになりつつあります。今回は、日本の鳥類相の成り立ちについて最新の研究が示唆する
姿をお話ししたいと思います。 
 
 鳥の博物館では開館30周年特別企画として、特別展示「日本の鳥」が開催されています。日本産
鳥類の標本351点が展示されており、その中にはメグロやルリカケスなどの8種の日本固有種（世界
で日本にだけ分布する種）や、カヤクグリなどの日本周辺にしか分布しない鳥の標本も含まれます。
また、パネル展示で、日本固有の鳥の起源についても紹介されています。 
 
 こうした固有種の存在は島国である日本の大きな特徴です。種の分け方や分布の定義の違いによっ
てその種数は20種前後とされることもあります。日本の鳥類相は、固有種が多いという島国の特徴
だけでなく、島国の割には種数が比較的多いという大陸的な特徴も併せもつユニークなものです。こ
れは、氷河期に一時的に大陸と地続きになったことの影響によるものです。近年のDNA研究の成果
から見ても、その世界的に稀な特徴がより際立ってきています。これに加えて、日本列島で種分化し
た鳥が大陸に進出することで、日本列島が種多様性の起源地として自然史的に重要な役割を果たして
きたという新しい視点についてもご紹介します。 

2020年12月12日（土）＠オンライン 

メグロ ルリカケス カヤクグリ 

日本列島起源が示唆されるカケスの分布と
系統樹 
 
図のようにカケスはユーラシア大陸に広く
分布するが、ミトコンドリアDNAの系統樹
は本州以南に分布する亜種カケス（写真）
が種の起源になったことを示唆する。 
矢印は系統樹が示唆する分布拡大の方向を
示す。 
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